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長に比べて相互作用の到達距離を無視する (γ0/α → 0)ことができます2。さらに異なる 2つの超






































れていますc また αむ→土0で異なる振る葬いを示すことから、 αむ =0には境らかに特異点があります。
















































たちです [10]0異なるスピンを持ったフェルミ粒子関の相対距離を γ とすると、 2斧の渡動関数は
ユニタ 1)ティ握隈では ψ(γ)rv 1/rd-2 (γrv 0)のように振る舞います50 ここで、波動関数の規格
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ごとります。これは、 d→ 4とd→ 2の撞限で辻本E互作吊がなくなることを意味します。
さらに 4次元近傍では、 T行列に d=4-εを代入し、 εの1次まで農関することにより
0_2_ _: 














一方、 2次元近慢では、 T行列に d=2+Eを代入し、 Eの1次まで震関することにより
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をラグランジアン密度(9)に代入し、乙を次で定義される 3つの部分の和として、 1:= 1:0十1:1十1:2
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{PO +ャ 一手0¥( どすでで司G印)二 (rv~~p ~~ 'r~ ) ( Ep = JεJ十ゆ6) (12) pJ-EJ十id¥一向 poー ャ) ¥ -'--'p -v ~p I '1-'0) 
とポーズ粒子を表す場pの{云播関数D(p)を生成します。摂動部分ムの最初の 2項は、結合定数













-0- 十二rL = O(E) 
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ター項の 1つ、 IIo(p)= Poー ャ/2、から生成されるファインマン図形(めを足すと、 ξの逆ぺきに
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数(12)の握、 ω(p)= Epで与えられます。 O(E)の自己エネルギーには、図6に挙げた3つのファイ
ンマン図形が寄与します。ブヱルミ準粒子の分散関保辻、方程式det[G-1(ω，p)十μσ3-Eいうp)]= 0 
を解くことにより、
211 + E2 E1 -E2 -2μ2 ω(p) = Ep+ ~J.J. ~ ~"'"' +εp+ O(E勺
2Ep -1-' (17) 
















が ε展開 (16)、下の点線がE展開 (21)によ
るものです。中央の 3つの実線辻、ポレjレ『
パデ近似を用いて2つの展開をフィットした








式 (16)、(18)、(19)の結果に ε=1を代入すると、 d=3で次のような値を得ることができます。
全局1.31.
μ 
εQ ~ 2， 
μ 
(20) 
これらの植はモンテ・カルロ数積シミュレーションの結果 [11トと~ 0.42(1) 、 ε。/μ~ 1.9、ム/μ~ 1.2、
に非常に近いことが分かります。本来 ξ震関は 4次元近傍で有効であったことを考えると、これは





































すc 中央の 2つの実経は、ボレJレー パデ近似
を患いて2つの展開をフィットしたものですo
d=3での印は、上から Tc/εF:: 0.25 [15]、
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を、 E=d-2展開からは、ゼロ温度でのエネルギーーギャップム/εF= (2/e)εl/Eより
Tc eiム 12_， 1 _" I 一=一一=1ー ♂-1十 O(ε)1 e-1/l 








とよと較すると、 d→ 4では Tc/TBEC→ .j8jヨとなりますc 邑白なポーズ気体の BECの臨界重度
辻d=4でポーズ粒子数密度の累乗複に比例しますから、臨界温度付近の 4次元のユニタワー・






これら 2つの展開を示、レルーパデ近似を思いてフィットし(留 8:実線)、空関次元 3に内挿
することにより、 TC/εF ~ 0.183土 0.014を碍ます。ここでの不定住は、パデ近似子の選び方に
よるものです。参考のため、モンテ・カ Jレロ数鐘シミュレーションでは、 T~/εF ~ 0.23(2) [13]、
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